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未来に伝えたい
NTTの“2020東京オリンピック・パラリンピック”向け技術

　

セーリング競技は陸
から数 km離れた海上
のコースで競技が実施
されるため、陸上の競
技会場内から肉眼では
ほとんど見ることはで
きず、これまでは、双
眼鏡などを使って観戦
していた。つまり、他
の競技と違い、セーリ
ング競技は競技会場に
いたとしても競技を間近で観戦する
ことが困難であった。
東京オリンピック・パラリンピッ

ク競技大会組織委員会 (以下、東京
2020 組織委員会 )がオリンピック・
パラリンピック大会期間中に実施し

た 5Gを活用した新たなスポーツ観
戦体験を提供するプロジェクト
「TOKYO 2020 5G PROJECT」にお

セーリング競技は陸から数 km 離れた沖で競技が行われるため、従来、観客は双眼鏡を使って観戦していた。東京 2020
オリンピック・パラリンピック大会のセーリング競技において、5G（第 5 世代移動通信システム）と超高臨場感通信技
術 Kirari! を用いて、江の島会場内の超ワイド画面に競技映像を映して、選手や大会関係者に提供するとともに、同じ映
像を東京ビッグサイトにも伝送し、メディア関係者にも現場の臨場感を届けた。

2 セーリング観戦

潮の流れを読み、刻々と変わる風を
つかみながらゴールをめざすセーリング
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セーリング競技は間
近で観戦できず、双
眼鏡で観戦していた

図１　洋上ワイドビジョン



20 ビジネスコミュニケーション　2021  Vol.58  No.11

特集
未来に伝えたい
NTTの“2020東京オリンピック・パラリンピック”向け技術特集
未来に伝えたい
NTTの“2020東京オリンピック・パラリンピック”向け技術

いて、NTTは技術主管として参画
し、超高臨場感通信技術 Kirari!（以
下、Kirari!）を技術提供し、本プロ
ジェクトの実現に貢献した。
今回、海上で実施されたセーリン
グ競技を近距離から撮影し、その競
技映像を Kirari!を用いて、横 12K解
像度の超ワイド映像としてリアルタ
イムで合成し、江の島の観客席前の
洋上に浮かべた全長 55mの洋上ワイ
ドビジョンにライブ伝送した（図１）。
洋上のワイドビジョンは観客席から
約 40m離れており、あたかもクルー
ズ船の特等席から競技を観戦してい
るかのようなリアルを超える革新的

係者へも現場の臨場感を伝えること
ができた。また、セーリング競技に
出場した日本代表選手に対して、家
族や知人の応援を洋上ワイドビジョ
ンに表示して、遠隔からの応援を届
ける「バーチャルスタンド」施策も
実施した。セーリング競技は無観客
開催となったが、本プロジェクトの
取り組みにより競技会場における選
手や家族、スタッフの観戦体験の向
上だけでなく、コロナ禍において会
場に来ることが難しくなった人々に
対して、現地に近い臨場感と一体感
を安心・安全に体験していただいた。
これは NTTが進めるリモートワー
ルド（分散型社会）を具現化する取
り組みとなった。

NTTは、東京 2020オリンピック・
パラリンピックのゴールドスポン
サーとして、東京 2020 組織委員会
と連携して、最先端通信サービスの
提供により史上で最もイノベーティ
ブな大会になるように貢献してき
た。
特に、コロナ禍の状況に鑑みて、

ICT通信サービスを活用した新しい
スポーツ観戦の形態を提案するとと
もに、レガシーにすることが新たに

な観戦スタイルの創造を目指し技術
開発に取り組んできた。このような
大きなディスプレイを陸上に配置す
ると、不自然に見えてしまうことが
あるが、今回のように洋上に配置す
ることで、陸上ではなく「海の中に
海がある」というような、海と空が
馴染んでいる状態で、まるで空間そ
のものが目の前にやってきたような
演出を実現することができた。
さらに、この超ワイド映像は江の
島から遠く離れた東京ビッグサイト
（メインプレスセンタ：MPC）にも
ライブ中継し、国内での移動など行
動制限を課せられているメディア関

4K x 3カメラ搭載ドローン 

4K x 4 カメラ搭載撮影船

超ワイド映像合成／
超高臨場感メディア同期伝送

TOKYO 2020

横12K 洋上ワイドビジョン

高速大容量伝送
TOKYO 2020

TOKYO 2020

TOKYO 2020

大型LED@東京ビックサイトMPC

TOKYO 2020

図２　システム構成図

図３　メインプレスセンターに設置したワイドビジョン
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ミッションとなった。
現地に近い臨場感や離れていても
選手や観客あるいは観客同士の一体
感が大事である。NTTでは、観戦者
が競技会場から離れたところにいて
もまるで競技場にいるかのような体
験が出来るように Kirari!の研究開発
をこれからも推進していく。

複数台の４Kカメラを搭載した船
やドローンからの撮影映像を、４K

映像を 3つ並べた横 12K解像度の
超ワイド映像としてリアルタイムに
合成し、セーリング競技観戦場所前
の洋上に浮かべた長さ 55mの洋上
ワイドビジョンにライブ伝送した
（図２）。
また、東京ビッグサイト (MPC)

（図３）へも同様の映像を伝送し、
横幅 13mの LEDにリアルタイムで
表示した。

4K映像をドローンとドローン母船
間で通信をする際、それぞれの映像
データがばらばらに到着しても映像
が崩れないように、通信に同期制御
機構を搭載した。

映像合成には、複数の４Kカメラ
映像をリアルタイムにつなげて合成
することで単一のカメラでは撮影で
きない高精細かつ広視野角のワイド
映像を生成する「超ワイド映像合成
技術」を用いた（図４）。本技術の
ポイントは、カメラ間の映像の合成
面をリアルタイムに導出し、合成す
ることである。合成面を導出するた
め、まず縮小した映像フレームに対
して大まかに探索し、その後、先の
処理で導出された範囲を細かく探索
する 2段階探索を行う。これによ
り品質の高い合成映像をリアルタイ
ムに生成することが可能となる。　
また、各種映像処理を GPU上で並
列処理することで、大幅な高速化を
実現した。
超ワイド映像を伝送するにあたっ
て、複数の映像に分割して伝送する
が、その複数の映像の再生タイミン
グを完全に同期させる手段として、
「超高臨場感メディア同期技術」を
用いた。この技術は、別々のストリー
ムとして生成される映像音声などの
データを、絶対時刻を元に同期して
伝送することができる。
映像伝送には、NTTドコモが提
供する商用 5Gサービスを利用し
た。5Gの高速大容量・超低遅延と
いう特長を活かし、12K超ワイド
映像を洋上ワイドビジョンに安定的
にライブ伝送することができた。

これらを実現するに、複数台の４
Kカメラをボートやドローンに搭載
し安定的に撮影・伝送するための無
線通信技術、高速大容量かつ低遅延
な通信を実現する 5G、Kirari!の「超
ワイド映像合成技術」と「高臨場感
メディア同期技術」など、さまざま
な最先端通信技術を活用した。　
今回は、商用の５Gサービスを用
い、オリンピック競技に Kirari!を
適用する世界初の取り組みとなっ
た。他にもドローンの映像伝送にお
いては、複数の 4Kカメラを搭載し
たドローンからドローン母船間で大
容量ライブ伝送を実施した。
これには RTK（リアルタイムキ

ネマティック：基準局の補正情報を
活用した高精度な GNSS測位技術 )

を活用した位置情報により、指向性
の高いミリ波無線のアンテナを自動
制御する通信技術を用いることで、
ドローンとドローン母船間において
安定した通信を実現し、大容量の映
像伝送を可能とした。さらに複数の

12Kワイドビジョンと複数台
の４Kカメラ搭載の撮影船、
ドローン

超ワイド映像合成技術、超高
臨場感メディア同期技術と 5G

図４　超ワイド映像合成技術説明図


